
雨月物語朗読劇－浅茅が宿－
あんがいおまる一座をお招きし、雨月物語から
「浅茅が宿」を演じていただきます。
上田秋成著 雨月物語の世界をお楽しみ下さい。

日にち：７月８日（日）13：00～15：00
定員　：４０名（申込先着順）
参加費：無料
対象　：小学生以上
受付　：お電話 または
　　　　ホームページお問い合わせフォームより

※６月１９日（火）９：３０～　受付開始

あんがいおまる一座／石炭倉庫

　1995年結成。1997年第一回公演ミュージカ
ル「星の船」以後、本公演（ミュージカル）、スタ
ジオ公演（ストレートプレイ）を毎年公演100を
超える作品は全てオリジナル作品。その中で5
年程前より年に１～２回の朗読作品を取り入
れており、その一つに「雨月物語」があり、好評
を得ている。
　あんがいおまる一座の「朗読」の特徴は朗読
の中に必ず芝居部分が挿入されていることで
ある。そのため、“朗読ってオモシロイもんやな
ぁ”との評を得ている。

　上田秋成によって書かれた、怪異小説。 

「白峰」「菊花の約」「浅茅が宿」

など、9話の怪談からなる。 

　雨が止み、月がおぼろに見える

夜に書かれたことから『雨月物語』

と題された。

雨月物語とは？

　江戸時代中期～後期の、大阪を代表する文化人。 

怪異小説『雨月物語』の作者。

　65歳の時に眼を患い、療養のため日下に滞在。 

河澄家の奥座敷「棲鶴楼」では、

15代当主 河澄常之をはじめ、唯心尼や森公道、

祖盈らと交流した。 

上田秋成とは？
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